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神様の恵みで...（ヨハネ13:36-38）
　
いま、私たちは2016年度の最後の聖日礼拝をささげています。一年間を振り返って、皆さん、どうだったでしょうか。生きることが楽しいですか。きついでしょうか。たぶん、年の最初の頃は、今年一年間はこうしよう、このように直そう、もう少し頑張らなきゃと思ったり、いろいろな目標を立てたりしていたかもしれません。しかし、意欲はあっても、その思いどおりにうまくいかないということが、実は多くあったのではないでしょうか。反対に、思ってもいなかったのに成り立っていく、神様がなさる、神様に導かれる力強い一年間を経験していらっしゃる方もいるかもしれません。信仰生活と言われたときに、それが負担に思うのでしょうか。幸せというイメージになるのでしょうか。皆さんは、どちらでしょうか。つい私たちは、やる気さえあれば何でもできると思いがちです。あるレスラーのように「元気さえあれば」というのがありますが、気持ちはわかりますが、実際は、そうではありません。特に、今日の聖書の箇所には、イエス様の一番の愛弟子であったペテロが、「主が行かれるところに私たちが行けないというのは、何の話なのでしょうか。イエス様のためなら、私は命も捨てますよ。自分の命も惜しまずにイエス様に従っていくし守ります」と言いました。それは嘘ではありません。自分の意欲を示しました。これほどやる気があると。しかし、それに対して、イエス様は、「あなたがわたしのために死ぬのか。これから鶏が三度鳴く前に、わたしを三度否定するようになる」と答えます。たぶん、それを言われていたペテロは、いま何をおっしゃっているのかと思っていたと思います。理解不能だったと思います。ペテロの心の中では、「イエス様のために私は死ぬ覚悟もできています」という気持ちでいっぱいなのに、「あなたはわたしを三度も否定するだろう」と言われて、あまりにもずれているので、いま何をおっしゃっているのかという気持ちだったと思います。しかし、ご存知のように、ペテロは、実際にイエス様を三度否定し、しかも、イエス様の目の前でのろいながら否定することになってしまいました。そうなるとは、ペテロは、いまのこの時点では思ってもいなかった、夢にもそういうことはありえないと思っていたのに、実際はそうだったということです。つまり、意欲は悪くありませんが、意欲があるから、やる気があるから、何でもその通りうまくいくわけではありません。むしろ、ペテロのこの姿をとおして、意欲より大事なのは、神様の恵みなのです。でも、私たちは、生まれながら神様を離れ、神様を知らないし、神様がいらっしゃらないままずっと生きてきたので、そういうものだと思い込んでいるのです。やる気さえあれば、意欲が大切なのだと。

でも、今日、聖書をとおして、私たちが確認しているとおり、また、ある意味、今まで私たちは、そのような勘違いの中を歩いてきたかもしれません。しかし、今日、神様が私たちに語っていらっしゃるのは、人間は、意欲さえあれば、やる気さえあれば、何でもできるような存在ではないのだ。人間は、思った以上に弱いものなのだ。人は、実は弱い存在です。それなのに、人々は、そのように思っていないし、そのように思いたくありません。それが神を離れた人間の特徴なのです。自分がだめだと思うと、そこでもう終わりになるから、だから、人々は、「違いますよ。努力が足りないだけであって、人はまじめに頑張れば、努力すれば変わる。どうにかなる。人は弱いものではありませんよ」と皆言っているのです。経済的に豊かになれば、人生は変わる。経済的にいくらでも豊かになれる。だから、人は弱いものではありません。これからもどんどん盛んで行くようになると思っているし、思いたいのです。「違いますよ、人はこれからも頑張れば、これからも磨いて研究を重ねていけば、どんどん発展していくようになるし、成功するようになる。人は弱いものではありませんよ。成功を手に入れることができるすばらしいものなのです」と皆が思いたいのです。しかし、クリスチャンの私たちは、わかっています。そういうことでは超えることができない大きな、大きな壁があるということを。それを聖書は、原罪と言います。どんな大学に通っても教えてもらえない、聖書だけが私たちに解き明かす秘密なのです。努力しても、富を手に入れても、成功をおさめたとしてもそれで超えることができない原罪という大きな壁があるのです。人は、神様を離れて、根っこからいのちが断たれている状態であり、それだけではなくて、そういうひとを空中の権威を持つ悪魔、サタンというものが捕えて、支配するようになるので、人は自分ではどうしようもできない滅びの運命の中を歩くしかありません。のろいの運命の勢力に捕らわれて生きるしかありません。その最後のゴールは地獄です。この壁は到底越えられないものです。皆そのように思い込んでいるし、思いたいから、努力すれば、富があれば、成功さえすればそういうことができるすばらしいものなのだと思っているのに限界にぶつかるようになるし、人間の手には負えない災い、災害に苦しめられるようになるし、今まで頼りにして信頼していたもの、また、自慢していたそのものが一気に崩壊して崩れていく経験、体験をするしかありません。そういうものです。人が積み上げた自慢している、誇りに思っている、すばらしいと思っているものが、越えられない壁にぶつかり、壊れていくのです。そういうことを皆さん、見たことがないでしょうか。その証拠をクリスチャンの私たちは、しっかり確認しないといけません。聖書は、そういう証拠だらけであるし、歴史を振り返って見てください。歴史は、それを物語っているストーリーです。そして、皆さんの家系、個人の人生を振り返って考えてみてください。それが全部商工ではないでしょうか。やる気があるから、皆さんは幸せになったのでしょうか。自分の限界を越えられたのでしょうか。何もないまま順調に育っているときには知らなかったでしょうが、壁にぶつかったときに、それが初めて分かるようになります。自分は、やる気さえあれば、そんな悪い人間ではないと思っていたのに限界にぶつかることによって、本来、内側には黒っぽいものを抱えている存在だということにやっと気づくようになるのです。弱々しいもので、自分のやる気だけでは、自分の性格、品性、人柄だけでは生きていけないものだということに、やっと気づくようになるのです。それを物心に気づくというわけです。年を重ねるから、大人になるわけではありません。そういうときから、初めて大人になります。
どれほど弱いものなのかというと、信者でさえそうなのです。ペテロが、その代表的なケースです。いまペテロは、イエス様に従っている弟子の中でトップです。つまり、宇宙にいる、地球にいるすべての人間のトップです。そのペテロがこんなものなのです。人間のどこを、何を自慢できるのでしょうか。何に誇りを持てるのでしょうか。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。内側から出るものは、悪以外の何もないと聖書は言っているのですが、中々、信じられないし、受け入れたくありません。自分はそこで「（　）例外」と言いたいでしょう。ある犯罪者、麻薬に溺れている人間はそうでしょうけれども、私は違うと思いたいでしょうけれども、聖書では、神様は、すべての人はとおっしゃっています。ペテロでさえ。ペテロは今、ごまかして、イエス様によく見てもらうために大袈裟に言っているわけではありません。ペテロは、いまはそう思っているのです。自分は、イエス様のために命も捨てられるものだと思っていたのです。それが勘違いです。まじめに思っていたのです。パウロの告白をご存知でしょう。主のために頑張ろうとしているのに、心の内側で黒いものが私を引っぱっているのだ。どうしようか、この死の体をと言うほど、自分の弱さにぶつかりました。パウロでさえ、弱いものなのです。意欲さえあれば、やる気さえあれば、ではありません。ダビデも告白しました。私は母の胎から罪を抱えていた者なのだと。誰かの奥さんを奪い取って、それに罪の意識などありませんでした。でも、預言者をとおして、神様のみことばを言われたときに、自分自身に気づきました。ダビデのような、私の心にかなったと神様に言われていた人物でさえ、こんなに弱いものなのです。ダビデの人生を見ると、このときまでいろいろ神のみわざがありましたが、このミス、過ち、自分の弱さに気づいて、それからの人生のストーリーは、深みがまったく違います。ですから、やる気さえあればという思いを置いて、人は弱い存在なのです。

だから、人は、人間には神様の恵みが必要なのです。2016年、最後の礼拝をとおして、このことを確認し、心に刻み込んでいただきたいと思います。人間は、神の恵みで生きる者です。自分の意欲とやる気と気力によって生きる存在ではなくて、神の恵みで生きる者です。そして、本来の人間は、そのように造られていました。神様が人を造ったときに、神のかたちに造られました。だから、他の動物、被造物と違って、神様と直接、関わりを持つ存在だったのです。神様を信頼することができる人格を持つ存在として造られました。つまり、人間だけが、神様のことを信じることができる、頼ることができる、信仰によって生きるように造られていました。それが神のかたちです。だから、人は、自分で計画を立てて、自分の信念に基づいて、やる気によって、自分の気力によって頑張って生きるものではありません。神のかたちなので、最初から、神様を見上げ、神を信頼して、神を信じる信仰によって生きるものとして造られていました。だから、人間が作られた後、神様が人に与えられた最初のプレゼントが、安息だったのです。まことの安らぎでした。そのまことの安息とまことの安らぎというものが、なにを意味するのでしょうか。人は安息によって生きます。頑張って生きるものではありません。勉強する前に、成功する前に、病気を治す前に、神の恵みが求められます。勘違いしないでください。中々、直らない勘違いです。それが神のかたちというものです。もちろん、生まれたときから、こういうことをまったく知らない罪人として生まれるので、これがクリスチャンになってからも、中々、この刻印が変わらないというのも理解できないわけではありませんが、でも、この部分を修正しなければいけません。人間は、計画を立てて、目標を定めて、一生懸命、スケジュール表を立てて頑張っていく存在ではありません。そうすると、その通りになるかもしれません。でも崩壊します。人間という存在そのものをしっかり理解しないといけません。動物ではありません。神のかたち、神様と関わっているものです。それをすべて失ってしまいました。私たちは、それを失ってしまってからの生き方、人生しか分かっていないので、それしか頭の中に入っていないので、神様のみことばをとおして、それがそうではなかったのだなと気づくようになるのが救われた恵みです。救われた人以外には、理解できません。ですから、安息の祝福が与えられたというのは、人が頑張って生きるということではなくて、完璧な神を信頼して、神を信じて、神の恵みによって生きる者だというサインなのです。最初から。そして、その神の恵みによって、別のことばで言いますと、神様の素晴らしい祝福、神のみ旨の中に抱かれて、それを存分に喜んで味わうことだけなのに、その結果、生めよ、増えよ、地を満たせよという征服の主人公として立つようになるのです。それがなければ、人生、いつも引きずられる人生にしかなりません。追い込まれて、押し込まれて、焦って、なにか追い求めるというような人生を歩くしかありません。神の恵みがなければ。
これが本来の人間です。しかし、人はサタンにだまされて、神様に罪を犯して、神を離れた途端に、これが全部壊れてねじ曲がってしまうようになりました。それから皆、汗をかいて、生きるために頑張らなくちゃ、新年を持たなくちゃと、宗教を造り出したり、哲学の理論を唱えたりするようになりました。こうしなくちゃ、ああしなくちゃ、いろいろな道徳、規則を作ったりしていました。それが別に悪いとは言いませんが、それは神の恵みについてまったくわかっていないがゆえに、そのようにせざるをえないから、いろいろ作り出すしかないものだったのです。だから、それに従って頑張っても、ルールを守って礼儀正しくまじめに規則に従ってやっても崩壊してしまうのです。別にそれは破ってもいいという話ではありませんけれども。それが人生の前に立って、一番素直に正直なることではないでしょうか。いまだに人間ってすごいなと自慢したいのでしょうか。だから、神様を離れてしまった人間に、まず必要なのは、成功でも富でも成績が上がることでも勉強をすることでもありません。芸術を磨くことでもありません。まず、救われる神の恵みが必要です。救いの恵みがまず求められるものなのです。救いの恵みに預からない限り、どんなに成功してもバベル塔になるしかありません。レムナントの皆さんは、いまからしっかりとこの見方を修正していかなければなりません。人間に一番、優先なのは、健康になることでもありません。家庭が円満になることでもありません。成績が上がることでもありません。まことの救いが優先なのです。そして、この救いは、私たちの手では得られないものなので、神様からの一方的なプレゼントなのです。恵みです。どのよう二でしょうか。この救いのために、神様はキリストをあがないの身代わりとして、犠牲のいけにえとして十字架に引き渡されました。そこにこそ神様の恵みがあるわけです。神の恵みによって生きる状態にならなければいけないのですが、そのためにはまず救われなければなりません。神を離れていた人間が、神を信じる信仰などはすべて蹴っ飛ばして、どうやって生きていこうかとばかり考えていた人間が、まず神様と一緒にならなければなりません。神の恵みが注がれる存在に、まず作りかえられなければなりません。それを救いと言いますが、キリストの十字架のあがないによってのみです。神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。救いの恵みです。

そして、このキリスト、イエスを信じることによって、だれでも救いの恵みに預かるようになりますが、それからは、救われたというのは、今まで失っていた、夢にも知らないでいた神様の恵みが注がれる世界に、人生に、存在に変わったということなのです。だから、救われた恵みだけではなくて、人間に必要なのは、救われた人に必要なのは、これから生きるための神の恵みが必要なのです。クリスチャンが生きるというのは、意欲によって生きるのではなくて、自分に才能や実力や能力があるから、それを生かして生きるものではなくて、恵みによって生きるものであり、恵みによって生きていかなければいけないものなのです。だから、神様は、救われた私たちに今もずっと恵みを注いでいらっしゃるのです。その恵みが何なのかというと、私たち救われた者が、いろいろな場面に遭遇するときに、まず、救いの完璧な祝福を思い起こさせてくださいます。そして、死の影に谷を歩きながら、患難に預かりながら、弱さの中、過ちを犯した中でも、完璧な救いの祝福を、信仰を持って味わうように恵みを与えられます。その恵みが必要です。本当にその恵みが与えられたときに、その恵みを求めないといけません。その恵みの中に、自分の身を入れないといけません。勉強する前に、出勤する前に、症状を治そうとする前に、そこに身を入れないといけないのです。いろいろなことを正しいか正しくないかを考える前に、この恵みの世界に身を入れないといけません。それで死の影の谷を歩きながらも、「足りないことはありません。私は幸せなのだ」という結論を、いつも、毎回、常に確認するようにならないといけません。そうすると、神様は、このような恵みを与えられます。
まず、何を求めて、何のために生きるべきなのかという目標、理由などを修正してくださいます。その恵みが与えられます。何を食べるか、飲むかではなくて、迫害がああだ、こうだ、植民地がああだ、こうだとか、そういうことではなくて、だれかが悪い、良い、お父さんが、子どもが良い、悪いではなくて、まず、神の国と義を求めなさい。それは、あなたがたは知らなくてもよい。地の果てにまで、イエスの証人となります。まず、何を求めるべきなのか、何のために生きるのかに気づくようになる、その恵みが必要で、その恵みが与えられます。そして、それをわかったときに、神様は、ただ聖霊があなたがたの上に臨まれるときに、それを実行に移していくための、神の力、みわざを恵みとして与えられます。聖霊充満、聖霊の力を与えられます。それが恵みです。そこに先に預かるようにならなければいけません。この恵みが与えられたときに、実際に、その恵みの中に自分の身を入れるために、ヘブル4：16に書いてあるように、恵みの御座に大胆に近づいて、神の恵みの御座、このような恵みが豊かになる、その恵みの御座を見上げつつ、そちらの方に行くのです。それが何かというと、使徒1：14に書いてあるように、祈りに専念するということなのです。こればかりをしてご飯を食べられるのでしょうか。24時間、こればかりやっているという意味ではありません。24時間、このような基準を持って生きるのですが、でも、勉強の前に、これがどうなるのかを心配する前に、とりあえず、そういうすべてを片づけて、この恵みのときを持たないといけません。この恵みによって、その後、成り立って行くものなのです。これが本来の人間の姿であり、イエス・キリストによって回復してもらいました祝福の生き方なのです。そうでないと、意欲があって、話はもっともですべて正しい内容であって、また、やらなければいけないことでしょうけれども、ペテロのようになってしまうのです。主のためにという思いは皆あります。それがそのとおりにはならないでしょう。まず、神の恵みです。
だから、神様は、このようにおっしゃっています。私は主のためにという告白も中々、ないでしょうが、主のためにと思っている人に「そうか。でも、その前に恵みを受けなさい。恵みに預かりなさい。あなたは、できないのだよ。わたしがやるから」と言われました。皆さんに直らない習慣などはないでしょうか。神の恵みに預かるべきです。直そうとするのではなくて。それが神の恵みによって直ったのでなければ、その後の人生はぐちゃぐちゃです。恵みとは全く関係なく、自分の意欲、自分の気力で生きていくようになりますので。

2016年、最後をこのように整理しないといけません。何をやらなければ、また上手にまじめにやらなければというすべての負担を全部捨ててください。そして、そう思っていたのにうまくできなかったということに対して、落胆したりすることも全部捨ててください。また、そうならないことに対して、いろいろな言い訳を言いたいのです。それも全部ペケです。その代わりに、それをとおして、なにかやらなければいけないことがあれば、それをもって、それを気にせずに、神様の恵みを見上げるようにしましょう。そして、神様に恵まれることによって、皆さんの人生のテーマを修正していくようにならなければいけません。自分のやりたいこととか、意欲ではなくて、神様のこと、神様の仕事、神の願い、それをいつもテーマにしないといけません。ですから、2017年、神様に恵まれることを最優先にしていきましょう。いま、こういう内容に基づいて考えないと、礼拝を大事にしましょうということが、律法的に聞こえてきます。礼拝は大事にしてください。恵まれるときとして。礼拝のときだけではありませんが、でも、礼拝のときに恵まれないで、どこで恵まれるのでしょうか。そして、個人的には、定刻の祈りを必ず守っていくようにしましょう。それも律法ではありません。なぜやるのでしょうか。恵みが優先だからです、百歩、一千歩歩くためには、まず恵まれないといけません。そして、ずっと恵まれつつ歩いていかなければいけません。ある意味では、百歩計算していたのですが、恵まれると、それが反対の方向に五十歩になるかもしれません。私は十字架とともに死にました。自分がもういなくなるような恵みに預かるように。自分が弱いということを悩みにしないようにしましょう。だから、神様の恵みが必要であり、恵まれるとおっしゃっているのです。

今年、2016年、一年間、ある方は、今まで経験したことのない苦しい経験をした方もいらっしゃるかもしれません。あるいは、ものすごく辛い大変なことを経験した方もいらっしゃるかもしれません。ある人は、まったく予想もしていない変化に戸惑った方もいらっしゃるかもしれません。ある人は、自分では正直そういうつもりはなかったのに、大失敗をしでかした方もいらっしゃるかもしれません。それを何一つマイナス方向に持って行ってはいけません。別にそれをよくやったと皆さんをほめるつもりはありませんが、それをこのように解釈して整理しなければいけません。なるほど、神の恵みを優先に生きることを勉強したのだねと。そうでないから、いろいろな限界などにぶつかるようになってしまったのだね。だから、人生の勉強の時間だったのだと整理して、特にただの勉強ではありません。人は意欲によって生きるものではなくて、やる気をもって生きるものではなくて、神の恵みによって生きるものなのだと勉強したのです。授業料も払わずに。そのように解釈し、整理して、2016年最後をそのように締めくくっていただきたいと思います。それで、そういったすべてに対してまず、感謝して、来年度は神の恵みを優先にして、弱さや環境などを言い訳にしたりする人生を卒業して、神の恵みによって導かれると決心する2016年の最後にしていただきたいと思います。それで、2017年を迎えていただきたいと思います。
そして、一番謙虚であり、何を自慢して、逆に何を落胆するのでしょうか。そういうことはありません。それは神の恵みで生きるということが、わかっていないからです。全部自分です。一番謙虚でありながら、恵みによってここまで来て、これからも恵みによって生きます。それは裏返しますと、何にも問題にならないのだねということで、2016年の最後を感謝とその恵みの神様に賛美をもって締めくくっていただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ペテロが、主のためにいのちをささげますとやる気満々、本気で言いましたが、それを守れないものでした。人間の弱さが露呈された聖書の箇所をとおして、私たちは最初から、いまも、最後まで神様の恵みによって生きる者であることを教えてくださりありがとうございます。今までいろいろな事件があったとすれば、その神の恵みで生きる者という勉強のときであったと解釈して、感謝をもって一年を締めくくり、これからは礼拝と定刻の祈りを、その恵みの時にして、優先にして、征服の主人公として立たされる、また成り立っていく希望をもって2017年を迎えることができるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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